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本調査実施に当たり、昨年３月に田中貴金属ジュエリー株式会社（GINZA TANAKA）

様から寄せられたご寄付を活用させていただきました。 

ご厚志にあらためてお礼申しあげます。 

  



１１１１    本調査本調査本調査本調査のののの目的目的目的目的とととと概要概要概要概要    

 

 

（（（（１１１１））））    目目目目    的的的的    

 

 民主党野田政権は、東日本大震災・福島第一原子力発電所事故を受けて、昨年９月に「革 

新的エネルギー・環境戦略」を打ち出した。まさに、エネルギー・環境問題は歴史的な転 

換点に差し掛かっている。 

長期的な視野と幅広い観点から議論することが必要なエネルギー・環境問題は、将来を 

担う次の世代にとっても最重要課題の一つである。 

 そこで、名古屋大学の学生・大学院生を対象に客観的な情報・データ等を提供し、意識 

喚起・理解促進に務めるとともに、現代の大学生の問題意識・ニーズを把握することによ 

り、今後の次世代層教育の資としたい。 

 

（（（（２２２２））））    概概概概    要要要要    

 

 ① アンケート調査の実施  平成２４年１１月３日（土）～１１月１８日（日） 

 愛知県地球温暖化防止活動推進センターのホームページにアンケート調査票（基本的な

現状認識中心に設問１３項目、自由記入欄）をアップ、パソコン・スマートホンからアク

セス可能とした。また、意識調査の周知ＰＲのために、チラシ・ポスターを作成して、学

内配布・掲示するとともに、学内の環境サークル「Song-of-Earth」メンバーに協力を依頼

した。 

 

 ② フリー討論会の開催  平成２４年１２月１５日（土） 

 アンケート回答者かつ討論会参加希望者に対して、事前に関連資料を送付し、共通のデ

ータベース構築・情報共有化に務めた。コーディネータを名古屋大学大学院環境学研究科

佐野充教授に務めていただき、「日本は地球温暖化問題に対し、世界の中でどのような役割

を果たすべきなのか？」をメインテーマにフリーディスカッションを実施した（於：名古

屋大学附属図書館２階ディスカバリスクエア）。 

 

（（（（３３３３））））    そのそのそのその他他他他    

 

 主催：愛知県地球温暖化防止活動推進センター、社団法人環境創造研究センター 

 共催：国立大学法人名古屋大学附属図書館 
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２２２２    アンケートアンケートアンケートアンケート調査調査調査調査のののの結果結果結果結果    

 

（（（（１１１１））））    集計結果集計結果集計結果集計結果とととと調査項目調査項目調査項目調査項目のののの解説解説解説解説    

 

【調査概要】 

 期 間：平成２４年１１月３日（土）～１１月１８日（日） 

 方 法：愛知県地球温暖化防止活動推進センターＨＰにパソコン・スマートホンからア 

クセス 

 対 象：名古屋大学の学生・大学院生  

 回答者：２３名（大学院環境学研究科１２名、工学系研究科１名、工学部５名、情報文 

化学部３名、法学部１名、不明１名） 

    

【調査結果・解説】    ＊（ ）内は回答者に占める割合 単位：％ 

 

設問設問設問設問 1111----１１１１     環境問題について、関心・興味が有りますか。 

      １ 大いに有る。 １５１５１５１５人人人人（（（（６５６５６５６５）））） ２ ある程度有る。 ８８８８人人人人（（（（３５３５３５３５））））    

      ３ あまり無い。  ００００      ４ 全く無い。   ００００ 

 

設問設問設問設問１１１１----２２２２  （設問１-1において、１または２と回答した方のみお答えください）。 

      環境問題の中で、最も興味・関心が有るテーマはどれですか。 

    １ 地球温暖化 １６１６１６１６人人人人（（（（７０７０７０７０））））   ２ 自然保護・生物多様性 ５５５５人人人人（（（（２２２２２２２２））））  

 ３ 廃棄物・リサイクル ２２２２人人人人（（（（８８８８）））） ４ その他（     ） ００００ 

 

設問設問設問設問２２２２----１１１１     エネルギー問題について、関心・興味が有りますか。 

      １ 大いに有る。 １６１６１６１６人人人人（（（（７０７０７０７０））））２ ある程度有る。 ７７７７人人人人（（（（３０３０３０３０））））         

      ３ あまり無い。  ００００     ４ 全く無い。   ００００ 

 

設問設問設問設問２２２２----２２２２  （設問２-1において、１または２と回答した方のみお答えください）。 

       エネルギー問題の中で、最も興味・関心が有るテーマはどれですか。 

        １ 原子力発電 ２２２２人人人人（（（（９９９９）））） ２ 再生可能エネルギー １５１５１５１５人人人人（（（（６５６５６５６５））））  

     ３ 節電・省エネ６６６６人人人人（（（（２６２６２６２６））））４ その他（     ） ００００ 

 

設問設問設問設問３３３３  産業革命以降、二酸化炭素等温室効果ガスの排出量増加に伴い、世界の平均気 

     温は上昇しています。最近１００年間で、世界の平均気温はどの程度上昇した 

     と思いますか。 
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１ ０．１℃程度  ００００      ２ ０．４℃程度  １１１１人人人人（（（（４４４４）））） 

３ ０．７℃程度 １４１４１４１４人人人人（（（（６０６０６０６０）））） ４ １．０℃程度  ３３３３人人人人（（（（１３１３１３１３）））） 

５ １．３℃程度  ５５５５人人人人（（（（２２２２２２２２）））） 

↓ 

正解正解正解正解はははは「「「「３３３３    ００００．．．．７７７７℃℃℃℃」」」」ですですですです。。。。    

▽ 世界中の科学者によって、地球温暖化のデータ等が収集され、そのメカニズムの解明 

や対応策等の検討が進んでいます。その中心になるのが、ＩＰＣＣ（気候変動に関す 

る政府間パネル：International-Panel-on-Climate-Change）という国連の組織です。 

１９８８年に国連環境計画と世界気象機関が共同で設立しました。 

▽ ＩＰＣＣは各国政府から推薦された科学者が参加し、地球温暖化に関する科学的・技 

術的・社会経済的な評価を行い、得られた知見を取りまとめ、公表しています。 

１９９０年以降、数年ごとに評価報告書を発行しており、最新版は２００７年の第４ 

次評価報告書（ＡＲ４）です。来年、第５次評価報告書が発行される予定です。 

▽ ＡＲ４によると、地球地球地球地球のののの平均気温平均気温平均気温平均気温はははは、、、、１９０６１９０６１９０６１９０６年年年年からからからから２００５２００５２００５２００５年年年年までまでまでまでのののの１００１００１００１００年間年間年間年間でででで、、、、    

００００．．．．７４７４７４７４℃℃℃℃上昇上昇上昇上昇しました。さらに最近５０年の気温上昇は、過去１００年の上昇速度 

のほぼ２倍に相当し、温暖化が加速しています。 

 

設問設問設問設問４４４４  今後も温室効果ガスを大量に排出する社会が継続した場合、世界の平均気温は 

今世紀末までに現在に比べて最大どの程度上昇すると思いますか。 

   １ １．０℃程度 ２２２２人人人人（（（（９９９９）））） ２ ２．０℃程度 ７７７７人人人人（（（（３０３０３０３０）））） 

   ３ ３．０℃程度 ７７７７人人人人（（（（３０３０３０３０））））４ ４．０℃程度 ５５５５人人人人（（（（２２２２２２２２）））） 

   ５ ５．０℃以上 ２２２２人人人人（（（（９９９９））））    

↓ 

正解正解正解正解はははは「「「「５５５５    ５５５５．．．．００００℃℃℃℃以上以上以上以上」」」」ですですですです。。。。    

▽ また、ＩＰＣＣのＡＲ４では、今後の地球温暖化対策の進捗状況に応じて、気温上昇 

に関する６つのシナリオを設定しています。それによると、今世紀末今世紀末今世紀末今世紀末までまでまでまでにににに１１１１．．．．１１１１℃℃℃℃    

～～～～６６６６．．．．４４４４℃℃℃℃上昇上昇上昇上昇とされており、海面水位も０．１８ｍ～０．５９ｍ上昇すると予測さ 

れています。 

 

設問設問設問設問５５５５  １９９７年に京都で開催された気候変動枠組条約第３回締約国会議（ＣＯＰ３） 

において、温室効果ガス排出削減の枠組み・数値目標を含む京都議定書が採択 

されました。同議定書について、どの程度知っていますか。 

     １ 詳しく知っている。 ００００   ２ ある程度知っている。 ２２２２２２２２人人人人（（（（９６９６９６９６）））） 

     ３ 名前ぐらいは聞いたことがある。 １１１１人人人人（（（（４４４４）））） 

     ４ 全く知らない。 ００００    

-3- 



↓ 

▽ 地球温暖化問題に対する世界的な問題意識の高まりを受けて、１９９２年５月、ブラ 

ジル・リオで開催された国連環境開発会議（地球サミット）において、気候変動枠組 

条約が採択されました。同条約に基づき、１９９７年１２月、京都で開催された第３ 

回締約国会議（ＣＯＰ３）において京都議定書が採択されました。同議定書は、２０２０２０２０    

０８０８０８０８年年年年～～～～２０１２２０１２２０１２２０１２年年年年のののの間間間間にににに先進国先進国先進国先進国のののの温室効果温室効果温室効果温室効果ガスガスガスガス排出量排出量排出量排出量をををを１９９０１９９０１９９０１９９０年比年比年比年比５５５５％％％％以上以上以上以上をををを削削削削    

減減減減義務義務義務義務（（（（国別国別国別国別ではではではでは、、、、日本日本日本日本６６６６％％％％減減減減、、、、米国米国米国米国７７７７％％％％減減減減、ＥＵ、ＥＵ、ＥＵ、ＥＵ８８８８％％％％減等減等減等減等））））ととととするするするする目標目標目標目標をををを立立立立てててて、、、、目目目目    

標未達国標未達国標未達国標未達国にににに対対対対してしてしてして、、、、罰則罰則罰則罰則をををを科科科科すすすす内容内容内容内容になっていますになっていますになっていますになっています。 

▽ 京都議定書に代わる新たな国際的枠組みについて、２０１５年までのできるだけ早期 

に全ての国に適用される新議定書を採択、２０２０年から発効・実施という予定で、 

国際的な検討作業が進められています。 

 

設問設問設問設問６６６６        現在、世界で最も多くの二酸化炭素を排出している国・地域はどこだと思いま 

     すか。 

        １ アメリカ １１１１１１１１人人人人（（（（４８４８４８４８）））） ２ 日 本 

        ３ 中 国  １２１２１２１２人人人人（（（（５２５２５２５２）））） ４ Ｅ Ｕ 

        ５ インド 

↓ 

正解正解正解正解はははは「「「「３３３３    中国中国中国中国」」」」ですですですです。。。。    

▽ 二酸化炭素の国別排出量（２００９年）を見ると、急速な経済成長を遂げている中国中国中国中国    

がががが２３２３２３２３．．．．７７７７％％％％とトップとトップとトップとトップを占め、アメリカが１７．９％で続いています。日本の排出量 

は世界全体の３．８％です。京都議定書で削減義務を負う先進国（米国は２００１年、 

ブッシュ大統領時代に京都議定書から離脱しました）の排出量は世界全体の３割弱に 

過ぎません。 

    

設問設問設問設問７７７７        ７月から「再生可能エネルギーの固定価格買取制度」が導入されました。同制 

度について、どの程度知っていますか。 

１ 詳しく知っている。 １１１１人人人人（（（（４４４４）））） ２ ある程度知っている。 １３１３１３１３人人人人（（（（５７５７５７５７））））     

３ 名前ぐらいは聞いたことがある。 ７７７７人人人人（（（（３０３０３０３０）））） 

４ 全く知らない。 ２２２２人人人人（（（（９９９９））））    

↓ 

▽ 再生可能エネルギーの普及促進を図るため、昨年７月から「再生可能エネルギー固定 

価格買取制度」がスタートしました。コスト高という課題を抱える再生可能再生可能再生可能再生可能エネルギエネルギエネルギエネルギ    

ーーーー源源源源（（（（太陽光太陽光太陽光太陽光、、、、風力風力風力風力、、、、水力水力水力水力、、、、地熱地熱地熱地熱、、、、バイオマスバイオマスバイオマスバイオマス））））からからからから発電発電発電発電されたされたされたされた電気電気電気電気についてについてについてについて、、、、国国国国がががが    

定定定定めるめるめるめる固定価格固定価格固定価格固定価格でででで一定一定一定一定のののの期間期間期間期間、、、、電気事業者電気事業者電気事業者電気事業者にににに買取買取買取買取をををを義務付義務付義務付義務付けるけるけるける制度制度制度制度です。例えば、メ 
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ガソーラー発電の場合、現行では１kWh当たり４２円、調達期間２０年と定められて 

います。買取費用は、電気料金の一部として、使用電力量に比例した賦課金という形 

で国民全体が負担することになります。買取価格・期間は経済産業大臣が毎年度、決 

定します。 

 

設問設問設問設問８８８８        同制度に基づく今年度の負担額は、標準家庭で８７円/月となりますが、その額 

は今後さらにアップすると思われます。同制度の先進事例であるドイツでは、 

標準家庭で１，０００円/月を超えています。再生可能エネルギーを普及促進さ 

せるために、どの程度の負担額までならば許容できますか。 

 １ １００円/月まで １１１１人人人人（（（（４４４４））））  ２ ３００円/月まで ３３３３人人人人（（（（１３１３１３１３）））） 

 ３ ５００円/月まで ８８８８人人人人（（（（３５３５３５３５）））） ４ １，０００円/月まで６６６６人人人人（（（（２６２６２６２６）））） 

 ５ ２，０００円/月まで５５５５人人人人（（（（２２２２２２２２））））６ ２，０００円/月以上 ００００    

↓ 

▽ ドイツは日本に先駆けて１９９１年、固定価格買取制度を導入し、再生可能エネルギ 

ーの普及促進に取組んできました。例えば、太陽光発電で見ると、ドイツの発電設備 

の１５％弱を占めるに至りましたが、稼働率の低さから発電電力量ベースでは３．３％ 

に過ぎません。一方、安価な中国製パネルの流入等に伴い再生可能エネルギーが拡大 

するにつれ、負担額の大きさが問題になっており、制度自体の見直しが始まっていま 

す。日本として、ドイツドイツドイツドイツ等等等等のののの事例事例事例事例をををを参考参考参考参考にしにしにしにしたたたた上上上上でででで、、、、国民負担国民負担国民負担国民負担とのバランスをとのバランスをとのバランスをとのバランスを図図図図ってってってって    

いくことがいくことがいくことがいくことが必要必要必要必要ですですですです。 

    

設問設問設問設問９９９９  現在の日本において、発電電力量に占める太陽光や風力等再生可能エネルギ 

ー（水力を除く）の割合はどの程度だと思いますか。 

        １ １％程度 ８８８８人人人人（（（（３５３５３５３５））））  ２ ５％程度 ９９９９人人人人（（（（３９３９３９３９）））） 

        ３ １０％程度４４４４人人人人（（（（１７１７１７１７））））  ４ １５%程度 ２２２２人人人人（（（（９９９９）））） 

        ５ ２０％程度 ００００ 

↓ 

正解正解正解正解はははは「「「「１１１１    １１１１%%%%程度程度程度程度」」」」ですですですです。。。。    

▽ 発電電力量に占める再生可能エネルギーのシェアは約１割ですが、そのほとんどを水 

力発電が占めることから、水力除水力除水力除水力除きできできできで見見見見るとるとるとると、、、、全体全体全体全体のののの１１１１％％％％程度程度程度程度です。野田政権は東日 

本大震災・福島第一原子力発電所事故を受けて、昨年９月、革新的エネルギー・環境 

戦略を決定しました。同戦略では、２０３０年に向けて、水力除きの再生可能エネル 

ギーの発電量を８倍以上に増加させることを目指しています。 

 

設問設問設問設問１１１１００００ 今年の夏も昨夏同様に、電力の安定供給を維持するため、節電への協力が求め 
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られました。具体的な節電行動を実施しましたか。 

１ 大いに取組んだ。 ５５５５人人人人（（（（２２２２２２２２））））  ２ ある程度取組んだ。 １６１６１６１６人人人人（（（（７０７０７０７０）））） 

３ あまり取組まなかった。２２２２人人人人（（（（９９９９）））） ４ 全くやらなかった。 ００００    

 

設問設問設問設問１１１１１１１１ （設問１０において、１または２と回答した方のみお答えください）。 

積極的に取組んだ具体的な節電行動はどれですか（二つまで）。 

１冷房は２８℃を目安に温度設定 14(60)14(60)14(60)14(60) ２緑のカーテン等で直射日光を和らげる。3(13)3(13)3(13)3(13) 

３日中は不要な照明を消灯 16(70)16(70)16(70)16(70)    ４テレビを付けっぱなしにしない。8(35)8(35)8(35)8(35) 

５冷蔵庫の扉の開閉回数を減らす。2(9)2(9)2(9)2(9) ６リモコンではなく、本体主電源を切る。2(9)2(9)2(9)2(9) 

７ その他（                  ） 

 

そのそのそのその他他他他   エネルギー問題について、意見・感想等自由にご記入ください。 

 

▽ 節電、省エネルギーの意識をこのまま継続させていかなければならないと思う。 

 

▽ 一人暮らしの学生が多い大学では、夏期、学生が各々家で冷房を使用するよりも、昼 

間は複数人の人が集まる研究室等を冷房して過ごした方が節電になるのではないかと 

思いました。実際のところどちらが節電になっているのか疑問です。 

                     

▽ エネルギー問題については、世界や国といったスケールで見ていくことが多いと思う 

が、地域ぐらいのスケールで見て、その地域のエネルギー消費量やエネルギー生成量 

などを把握し、再生可能エネルギーをつくりだせる可能性を見つけていくことでその 

地域のエネルギー政策のようなものがつくることができ、細かく制御することで結果 

として大きなスケールで見たときにエネルギーが削減されるのではないかと思う。 

 

▽ エネルギー問題において、電気だけでなく熱エネルギーの有効活用も考えるべき。 

また、地方自治体が主体的にエネルギーマネジメントを実施するように動くべき。 

今後自分たちの地域におけるエネルギーは自分たちで作るといったエネルギーの地産 

地消を視野にいれ、政策制度をつくっていくべき。 

 

▽ エコバッグやエコポイントなど、環境活動をしやすい仕組みが増えてきたように思う 

が、普段のライフサイクルから環境を意識している人は少ないように思う。 

 

▽ 実現可能なエネルギー・環境政策を策定すべき。 

 

-6- 



▽ エネルギー問題は化石燃料から再生可能エネルギーへの変換することだけで解決でき 

る問題ではない。家庭や社会の省エネ意識や省エネレベル高い商品の普及率もエネル 

ギー消費の減少に大きな役割を果たしています。環境問題は大いに人間が自然資源を 

過剰に使い、廃棄物をきちんと処理せずに捨てことにつながっています。 

 

▽ エネルギー問題について、再生可能エネルギー推進のための固定買取制度は最終的に 

は消費者の負担となる。それで再生可能エネルギーが推進されることはありうるが、 

再生可能エネルギーが導入されればされるほど消費者の負担が多くなるので、この制 

度にはある程度限界があると思う。実際、先に全量買い取り制度を取り入れているド 

イツでは制度廃止の方向に向かっている。この制度が廃止されるとなれば、利益が得 

られない再生可能エネルギーの導入量は頭うちになると思う。だから、固定買取制度 

を再生可能エネルギー導入のインセンティブにしながらも、固定買取以外の新たな方 

法を考えることが必要。                        

 

（（（（２２２２））））調査調査調査調査のののの総括総括総括総括    

    

▽ 環境・エネルギー問題への関心・興味について、全ての回答者が「有り」としており、 

具体的なテーマに関し、環境問題では「地球温暖化」が最も多く、次いで「自然保護・ 

生物多様性」となっている。エネルギー問題においては「再生可能エネルギー」がト 

ップを占め、「節電・省エネ」が続いている。 

 

▽ 京都議定書の内容への認知度では、ほとんどの回答者が「ある程度知っている」レベ 

ルに止まっており、基本的知識の不足が危惧される。さらに、第一約束期間の終了や 

ポスト京都議定書への国際交渉の進展等今後の状況変化を正しく理解出来るかどうか、 

不安視される。 

 

▽ 地球温暖化に関する定量的把握、例えば世界の平均気温上昇の観測データや今後の上 

昇見通しについて、回答にバラツキが見られ、理解度が十分ではない。 

また、世界最大の二酸化炭素排出国を問う設問に対して、「アメリカ」とする回答が 

半分近くを占める等、地球温暖化の最新動向の知識・情報量が不十分である。 

 

▽ 一方、昨年７月から導入された再生可能エネルギー固定価格買取制度に関し、「ある 

程度知っている」が半数強、「名前ぐらいは聞いたことがある」３割、「全く知らな 

い」１割となり、興味・関心が高い割には、制度の内容が浸透していない。 
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▽ 再生可能エネルギー普及のための許容負担額（月当たり）について、学生という立場 

上、当事者意識が希薄なことも有り、100円から 2,000円まで回答にバラツキが見られ 

た。 

 

▽ 現在の日本の電力供給の中で再生可能エネルギーが果たしている役割について、正解 

「１%程度」が４割を切ることから、エネルギー問題の最新動向の知識・情報量が不十分 

である。 

 

３３３３    フリーフリーフリーフリー討論会討論会討論会討論会のののの結果結果結果結果    

 

 アンケート調査回答者の中から、討論会参加希望者を募ったところ、３人の学生から手

が挙がった。そこで、３人の学生に事前に地球温暖化関連の資料・データ集を送付、十分

に予習した上で、フリーディスカッションを繰り広げた。 

 

（１） 日 時  平成２４年１２月１５日（土） １４：００～１６：００ 

（２） 場 所  名古屋大学附属図書館２階ディスカバリスクエア  

（３） 参加者 

  学 生：大学院環境学研究科Ａさん  情報文化学部Ｂさん  法学部Ｃさん 

  コーディネータ：名古屋大学大学院環境学研究科佐野充教授 

  事務局：愛知県地球温暖化防止活動推進センター事務局  

 

 

コーディネータを務める佐野先生と意見を交わす学生の皆さん 
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（（（（４４４４））））議事要旨議事要旨議事要旨議事要旨    

 

 ① 討論を始めるに当たって（コーディネータ佐野先生） 

▽ 私たちにはそれぞれの立場や価値観等があり、お互いにそれらを尊重しながら、自分 

の意見や考えを本音で言い合うことが大切です。そこから、新しい見方や考え、議論 

が生まれます。理想と現実のギャップに直面しながら、将来の夢を実現するために、 

幅広い観点からの思考を積み上げていきましょう。 

▽ 私たちが生きている期間だけではなく、次の世代の人たちも念頭に置きながら、行動 

する事が必要です。例えば、エネルギー・環境問題はその最たる例でしょう。拙速に 

結論を出すのではなく、何十年何百年先という将来を見据えながら、議論することが 

求められています。 

▽ 討論会の結論をあえて出さなくてもいい、と思います。例えば、英国の大学の授業で 

は、結論は一切出さないそうです。勝手に言いたいことを言って終了です。この討論 

会も同様に、どんどん意見を出し合いましょう。 

 

 ② 事前配布資料の説明（愛知県地球温暖化防止活動推進センター） 

  討論会のテーマ「日本は地球温暖化問題に対し、世界の中でどのような役割を果たす 

べきなのか？」に基づき、日本と世界の温室効果ガス排出量、ポスト京都議定書に向 

けた動向、エネルギー効率の主要国比較、日本から途上国への技術協力等について説 

明した。 

 

 ③ フリー討論 （論点ごとの参加者からの意見を集約） 

 

 論点論点論点論点１１１１：：：：身近身近身近身近なななな生活生活生活生活からからからから感感感感じることじることじることじること    

▽ 大学に入学して、ゴミのポイ捨て、電気の付けっ放し、チラシの多さ等学生の環境に 

対する意識の低さに危機感を抱き、ストレスを感じました。そこで、環境サークルに 

入り、自分一人でも何とかしたい、と考えました。 

▽ 大学により、学生の意識やマナーはかなり異なります。また、日本よりも中国の大学 

の方がゴミは散乱しており、電気の消し忘れも多い。広大なキャンパスにゴミ箱が少 

ないこともあり、ついついポイ捨てしているようです。 

▽ 日本の学生はインターネットで調べた資料をすぐにダウンロードして、プリントアウ 

トします。それが本当に必要なのか、印刷した資料を活用しているのか、よく分かり 

ません。 

▽ ある大学は民間企業とタイアツプして、学内に溢れかえるチラシをトイレットペーパ 

ーとしてリサイクルする方法を導入しています。名古屋大学も考えてみてはどうです 
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か。簡単なノートやメモ帳にリサイクルしても良いと思います。 

▽ 全学単位に省エネキャンペーンを実施して、どれほどエネルギーを無駄に使用してい 

るのか、それがＣＯ２排出量をどれほど増加させているのか等、分かり易い形で学生 

に公表してはどうですか。 

▽ 冬場の寒い時になると、共用スペースのエアコン付けっ放し状態を普通だと考えてい 

る学生がいます。セーター一枚を着れば、十分に我慢できます。共用スペースの管理 

責任の所在が曖昧だし、料金負担の実感が無いからです。 

▽ マナーの悪い違反者に対して、ペナルティを課す方法が有ります。効果が有るのかど 

うか、世界の数学者が数式を使って解明しようとしていますが、未だに答えが出てい 

ません。 

 

 論点論点論点論点２２２２：：：：再生可能再生可能再生可能再生可能エネルギーエネルギーエネルギーエネルギー普及普及普及普及 

▽ ドイツにおいて、再生可能エネルギーの普及拡大に伴う過大な国民負担が問題になっ 

ている、と知りました。例えば、大企業が「単に儲ける」ために大規模太陽光発電所 

を設置すると、そのコストについて、貧困層も電気料金に上乗せされた形で負担する 

ことになります。これは本来おかしいし、制度自体に問題が有ります。 

▽ ７月から導入された固定価格買取制度について、はっきり言って印象が良くないです。 

コスト高の再生可能エネルギーを普及させるために、一定程度の支援策は必要と思い 

ますが、コスト負担に歯止めがかからないし、国民の不安感が大きくなるばかりです。 

自分の実感では、せめて収入の１割までかな？と思います。 

▽ 中国は固定価格買取制度を導入していませんが、国が主導し、かなりの補助金を使っ 

て普及に取組んでいます。その結果、何が起こっているか、というと太陽光発電の適 

地確保競争です。日当たりの悪い場所に設置された太陽光パネルは発電量が少ないこ 

とから、結局、火力発電や原子力発電に頼らざるを得ないのです。 

▽ 火力発電所の燃料を全て木質チップに変える方法が検討されているものの、国内供給 

力ではすぐに不足してしまいます。森林経営の採算が取れず、手付かずの状態で放置 

されているし、山村が過疎化して、後継者もいません。 

▽ 一か所で莫大なエネルギーを生み出す方法から、セキュリティー等を考慮して、分散 

させる方法に変えていくべきです。また、最終的なエネルギー源と（最終的なエネル 

ギー源を開発するまでの）中継ぎ的なエネルギー源の両方を研究開発すべきではない 

でしょうか。 

▽ 日本は他の先進国に比較して、停電時間は短いし、電圧や周波数のブレが無い高品質 

の電気を意識せずに使用しています。そのために、様々なコストを必要としています。 

私たちはそんな高品質の電気を求めているのか、考え直す時期に来ている、と思いま 

す。少しぐらいの停電には我慢するので、コストダウンすべき、との声もあるでしょ 
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う。私たちの生活は豊か過ぎるし、便利過ぎるのです。 

 

 論点論点論点論点３３３３：：：：日本日本日本日本はははは地球温暖化問題地球温暖化問題地球温暖化問題地球温暖化問題にににに対対対対しししし、、、、世界世界世界世界のののの中中中中でどのようなでどのようなでどのようなでどのような役割役割役割役割をををを果果果果たすべきかたすべきかたすべきかたすべきか？？？？    

▽ 途上国の国民の本音として、自ら豊かな生活を送りたい、という気持ちが最優先で、 

それを犠牲にしてまで環境問題に取組むつもりは無いのでしょう。急激に人口増加を 

続ける途上国の国民が先進国並みの生活をすると、地球がパンクしてしまいます。 

▽ 現在の地球温暖化の原因は、先進国が高度成長期に二酸化炭素をドンドン排出したか 

ら。最近になって、急激な成長を遂げつつある中国やインドに対して、排出抑制を迫 

るのは理不尽ではないでしょうか。 

▽ エネルギー多消費型産業を中心に、日本から中国への生産拠点の移転が続いており、 

それが途上国からの排出量増加につながる、という不合理な面が有ります。ＣＤＭも 

一つの方法として、活用していくのかな、と思います。 

▽ かのサンデル教授は「ＣＤＭは良くない」と批判しています。自ら努力すべきなのに、 

他国で実施する、つまり金で解決している、という論法です。それが本当に正義なの 

か？という問い掛けに対する説明を先進国は考えるべきです。グローバルなマネーゲ 

ームに走っている、との見方も出来ます。 

▽ 市場原理を徹底して、それが世代に受け継がれていくと、どこかで、何らかの形で、 

ＤＮＡの中に反対に刷り込まれた人間が残って、自己犠牲や倫理観を持っている人が 

出てくると思います。ただし、それは今では無いようです。 

▽ 先進国が途上国に対して、一方的に排出抑制を押し付けることは無理です。「環境へ過 

大な負荷を掛けないような成長方法」面で協力していくべきですが、競合関係にある 

業種では、国際協力と市場競争のバランスが難しい。知的財産権保護というネックを 

乗り越えられるかどうか。 

▽ 法体系が未整備な先進国にとって、知的財産権に関する意識が十分ではない、という 

現状は止むを得ないのでしょう。先進国と同じ土俵で検討すること自体がアンフェア 

とも思います。 

 

 論点論点論点論点４４４４：：：：サンデルサンデルサンデルサンデル教授教授教授教授著書著書著書著書「「「「それをおそれをおそれをおそれをお金金金金でででで買買買買いますかいますかいますかいますか？」？」？」？」からからからから引用引用引用引用    

   １９２８年   カナダ政府はイヌイット以外のセイウチ漁を禁止 

          （イヌイットの伝統・文化・風習等を継承するために） 

   １９９０年代  カナダ政府はセイウチ捕獲許可頭数厳守を前提に、イヌイットが 

セイウチ捕獲権を他者に販売することを許可。 

↓ 

「現金収入を得て豊かな生活を送りたい」（政府の判断を肯定）または 

     「イヌイットの伝統等の継承という本来の趣旨から逸脱」（政府の判断に反対） 
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さて、あなたはどのように考えますか？ 

▽ 本来の趣旨から外れるが、人間として安楽な暮らしをしたいという欲望が勝るのは止 

むを得ない。 

▽ 結果として、イヌイットの伝統等が破壊されることになり、法律制定の目的をクリア 

出来なくなる。イヌイットのアイデンティティが消滅するでしょう。 

▽ イヌイット一人一人の価値観の問題につき、一律に判断を下すことは難しい。イヌイ 

ット以外のセイウチ漁を禁止した場合、密猟が横行して、セイウチが絶滅する可能性 

が有ります。 

▽ そもそも論として、本来のイヌイットの生活には多くの現金が不要という前提条件に 

  基づき、食料と毛皮の供給源として、また最低限必要な現金収入源として、セイウチ 

捕獲で日常生活が可能だった、という経緯が有ります。そこに、彼らから見れば莫大 

な現金収入を導入する場合、イヌイットの伝統継承のための新たな枠組みなり制度を 

セットで考えるべきです。 

 

（（（（２２２２））））    討論会討論会討論会討論会のののの総括総括総括総括    

 

▽ 学内のゴミのポイ捨てや付けっ放しの電気等キャンパスライフの中で、危機感と問題 

意識を共有している。さらにアクションを起こす必要性も認識しているが、リーダー 

シップを発揮するまでの意欲に欠ける。 

 

▽ 再生可能エネルギー普及推進には同意するものの、先行国ドイツの抱える問題点を踏 

まえ、国民負担の歯止めの必要性等冷静な見方をしている。ただし、負担額について 

は、学生のために当事者意識が希薄と思われる。 

 

▽ 「途上国における環境問題」「イヌイットとセイウチ猟」をテーマにした議論では、社 

会規範、法律の目的、生物種の保護、地元住民の生活向上等複眼的な観点から興味深 

い主張や意見が提起された。 
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４４４４    調査調査調査調査のまとめのまとめのまとめのまとめ    

 最後にアンケート調査、フリー討論会の結果や意見等から、現在の大学生の意識と今後

の展開方法を取りまとめた。 

 

（（（（１１１１））））    大学生大学生大学生大学生のののの意識意識意識意識のののの現状現状現状現状    

  アンケート調査、フリー討論会から、現在の大学生の意識を集約すると、以下の通り 

考えられる。 

 

▽ 身近な問題点を含めて、環境・エネルギー問題への関心は総じて高いものの、客観的 

で正確な知識量・情報量に裏付けされた結論出しではなく、マスコミ報道等に偏重し 

たイメージ先行の「上滑り」観がある。 

 

▽ 京都議定書や再生可能エネルギー固定価格買取制度等タイムリーなテーマについても、 

  「ある程度知っている」レベルが多数を占める等理解が不十分である。しかし、再生 

可能エネルギー普及と国民負担のバランスについては、先行国ドイツの現状を踏まえ 

て、冷静な見方をしている。 

 

▽ 環境問題を深堀りしていくと、善悪の判断を下すことが困難な倫理・社会規範が関連 

してくるが、複眼的な観点を元に、しっかりした意見を提起することができる。 

 

（（（（２２２２））））    今後今後今後今後のののの方策方策方策方策    

 平成１５年９月、地球温暖化対策推進法第２４条に基づき、社団法人環境創造研究セン 

ターが地域における温暖化防止活動の拠点として、愛知県知事から「愛知県地球温暖化防 

止活動推進センター」の指定を受けた。 

それを受けて、関連する様々な広報・啓発活動、調査・研究活動に着実に取組んできた。 

今までの活動の反省点の一つが、次世代層対策、中でも「大学生に対する働き掛け・ルー 

トが不十分」という点である。 

そこで、今回の調査を実施したが、今年度の調査方法や進め方等から得られた教訓を踏 

まえて、平成２５年度も大学生対象の調査を継続することとしたい。 
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添付添付添付添付資料資料資料資料１１１１    ＰＲＰＲＰＲＰＲチラシ・ポスターチラシ・ポスターチラシ・ポスターチラシ・ポスター    
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添付添付添付添付資料資料資料資料２２２２    アンケートアンケートアンケートアンケート調査票調査票調査票調査票    

 

エネルギーエネルギーエネルギーエネルギー・・・・環境環境環境環境問題問題問題問題    アンケートアンケートアンケートアンケート調査票調査票調査票調査票    

各設問において、最も適切・適当と思われる選択肢の番号をクリックしてください。 

 

設問設問設問設問 1111----１１１１     環境問題について、関心・興味が有りますか。 

        １ 大いに有る。      ２ ある程度有る。          

        ３ あまり無い。      ４ 全く無い。 

 

設問設問設問設問１１１１----２２２２  （設問１-1において、１または２と回答した方のみお答えください）。 

      環境問題の中で、最も興味・関心が有るテーマはどれですか。 

        １ 地球温暖化       ２ 自然保護・生物多様性   

     ３ 廃棄物・リサイクル   ４ その他（           ） 

 

設問設問設問設問２２２２----１１１１     エネルギー問題について、関心・興味が有りますか。 

        １ 大いに有る。      ２ ある程度有る。          

        ３ あまり無い。      ４ 全く無い。 

 

設問設問設問設問２２２２----２２２２  （設問２-1において、１または２と回答した方のみお答えください）。 

       エネルギー問題の中で、最も興味・関心が有るテーマはどれですか。 

        １ 原子力発電       ２ 再生可能エネルギー   

     ３ 節電・省エネ      ４ その他（           ） 

 

設問設問設問設問３３３３  産業革命以降、二酸化炭素等温室効果ガスの排出量増加に伴い、世界の平均気 

     温は上昇しています。最近１００年間で、世界の平均気温はどの程度上昇した 

     と思いますか。 

１ ０．１℃程度      ２ ０．４℃程度 

３ ０．７℃程度      ４ １．０℃程度 

５ １．３℃程度 

 

設問設問設問設問４４４４  今後も温室効果ガスを大量に排出する社会が継続した場合、世界の平均気温は 

今世紀末までに現在に比べて最大どの程度上昇すると思いますか。 

   １ １．０℃程度      ２ ２．０℃程度 

   ３ ３．０℃程度      ４ ４．０℃程度 

   ５ ５．０℃以上 
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設問設問設問設問５５５５  １９９７年に京都で開催された気候変動枠組条約第３回締約国会議（ＣＯＰ３） 

において、温室効果ガス排出削減の枠組み・数値目標を含む京都議定書が採択 

されました。同議定書について、どの程度知っていますか。 

        １ 詳しく知っている。    ２ ある程度知っている。 

        ３ 名前ぐらいは聞いたことがある。 

        ４ 全く知らない。 

 

設問設問設問設問６６６６        現在、世界で最も多くの二酸化炭素を排出している国・地域はどこだと思いま 

     すか。 

        １ アメリカ         ２ 日 本 

        ３ 中 国          ４ Ｅ Ｕ 

        ５ インド 

 

設問設問設問設問７７７７        ７月から「再生可能エネルギーの固定価格買取制度」が導入されました。同制 

度について、どの程度知っていますか。 

   １ 詳しく知っている。   ２ ある程度知っている。 

   ３ 名前ぐらいは聞いたことがある。 

４ 全く知らない。 

 

↓ 

再生可能エネルギーの固定価格買取制度（解説） 

コスト高という課題を抱える再生可能エネルギー源（太陽光、風力、水力、地熱、バイオ

マス）から発電された電気について、国が定める固定価格で一定の期間、電気事業者に買

取を義務付ける制度です。買取費用は、電気料金の一部として、使用電力量に比例した賦

課金という形で国民全体が負担することになります。買取価格・期間は経済産業大臣が毎

年度、決定します。 

 

設問設問設問設問８８８８        同制度に基づく今年度の負担額は、標準家庭で８７円/月となりますが、その額 

は今後さらにアップすると思われます。同制度の先進事例であるドイツでは、 

標準家庭で１，０００円/月を超えています。再生可能エネルギーを普及促進さ 

せるために、どの程度の負担額までならば許容できますか。 

   １ １００円/月まで      ２ ３００円/月まで 

   ３ ５００円/月まで      ４ １，０００円/月まで 

   ５ ２，０００円/月まで    ６ ２，０００円/月以上 
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設問設問設問設問９９９９  現在の日本において、発電電力量に占める太陽光や風力等再生可能エネルギ 

ー（水力を除く）の割合はどの程度だと思いますか。 

        １ １％程度         ２ ５％程度 

        ３ １０％程度        ４ １５%程度 

        ５ ２０％程度 

 

設問設問設問設問１１１１００００ 今年の夏も昨夏同様に、電力の安定供給を維持するため、節電への協力が求め 

られました。具体的な節電行動を実施しましたか。 

   １ 大いに取組んだ。     ２ ある程度取組んだ。 

   ３ あまり取組まなかった。  ４ 全くやらなかった。 

 

設問設問設問設問１１１１１１１１ （設問１０において、１または２と回答した方のみお答えください）。 

積極的に取組んだ具体的な節電行動はどれですか（二つまで）。 

１ 冷房は２８℃を目安に温度設定  ２ 緑のカーテン等で直射日光を和らげる。 

３ 日中は不要な照明を消灯     ４ テレビを付けっぱなしにしない。  

５ 冷蔵庫の扉の開閉回数を減らす。 ６ リモコンではなく、本体主電源を切る。 

７ その他（                  ） 

 

そのそのそのその他他他他   エネルギー問題について、意見・感想等自由にご記入ください。 

   （                                   ） 

 

 アンケート調査期間終了後（１１月１９日（月）目途）に、当センターホームページ

（http://accca.net/）に解説等をアップします。是非、ご確認ください。 

 

最後に、プロフィールと討論会への参加希望について、うかがいます。 

 

お名前                    

        （     学部・研究科     学科・専攻     年） 

     ご住所 〒   -                              

    ﾒｰﾙｱﾄﾞﾚｽ        ＠                      

 

    討論会参加を    １ 希望する。      ２ 希望しない。 

（討論会参加者のみ、１１月２２日目途に事務局からﾒｰﾙｱﾄﾞﾚｽへ連絡させていただきます） 

 

ごごごご協力協力協力協力いただきいただきいただきいただき、、、、ありがとうございましたありがとうございましたありがとうございましたありがとうございました。。。。    
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＊設問に関連する資料は以下の通りです。設問回答後設問回答後設問回答後設問回答後にごにごにごにご覧覧覧覧くださいくださいくださいください。。。。 

  環境省ホームページ 「ＳＴＯＰ ＴＨＥ 温暖化２０１２」 

        http://www.env.go.jp/earth/ondanka/stop2012/index.html 

  経済産業省ホームページ 「なっとく！再生可能エネルギー」 

        http://www.enecho.meti.go.jp/saiene/kaitori/index.html 

  政府の節電ポータルサイト 「節電.go.jp」 

        http://setsuden.go.jp/     

 

                                 以 上 
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添付添付添付添付資料資料資料資料３３３３    討論会討論会討論会討論会のののの事前配布資料事前配布資料事前配布資料事前配布資料    

 

Think Think Think Think Globally,ActGlobally,ActGlobally,ActGlobally,Act LocallyLocallyLocallyLocally

エネルギー・エネルギー・エネルギー・エネルギー・環境問題環境問題環境問題環境問題

にににに関関関関するフリーするフリーするフリーするフリー討論会討論会討論会討論会 データデータデータデータ集集集集

平成２４年１２月１３日

愛知県地球温暖化防止活動推進センター

 

 

１１１１ 我我我我がががが国国国国のののの温室効果温室効果温室効果温室効果ガスガスガスガス排出量排出量排出量排出量

出典：環境省
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２２２２ 世界各国世界各国世界各国世界各国のエネルギーのエネルギーのエネルギーのエネルギー起源起源起源起源ＣＯＣＯＣＯＣＯ２２２２排出量排出量排出量排出量

出典：IEA”CO2-emissions-from-fuel-combustion2011

 

 

 

３３３３ 国民一人当国民一人当国民一人当国民一人当たりのエネルギーたりのエネルギーたりのエネルギーたりのエネルギー起源起源起源起源ＣＯＣＯＣＯＣＯ２２２２排出量排出量排出量排出量(2007年年年年)

出典：IEA統計
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４４４４ 主要国主要国主要国主要国のののの削減目標削減目標削減目標削減目標とととと国際的衡平性試算国際的衡平性試算国際的衡平性試算国際的衡平性試算

出典：経産省、公益財団法人地球環境産業技術研究機構

 

 

４４４４-２２２２ 日本日本日本日本のののの中期目標中期目標中期目標中期目標とととと前提条件前提条件前提条件前提条件
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５５５５ ＧＤＰＧＤＰＧＤＰＧＤＰ当当当当たりのたりのたりのたりの１１１１次次次次エネルギーエネルギーエネルギーエネルギー総供給総供給総供給総供給にににに関関関関するするするする主要国比較主要国比較主要国比較主要国比較（（（（2009年年年年））））
１１１１次次次次エネルギーエネルギーエネルギーエネルギー総供給量総供給量総供給量総供給量（（（（石油換算石油換算石油換算石油換算トントントントン））））／／／／実質実質実質実質ＧＤＰ（ＧＤＰ（ＧＤＰ（ＧＤＰ（米米米米ドルドルドルドル、、、、2000年基準為替年基準為替年基準為替年基準為替レートレートレートレート））））

出典：IEA”Key-WorldEnergy-STATISTICS”

 

 

 

６６６６ ＧＤＰＧＤＰＧＤＰＧＤＰ当当当当たりのたりのたりのたりのＣＯＣＯＣＯＣＯ２２２２排出量排出量排出量排出量にににに関関関関するするするする主要国比較主要国比較主要国比較主要国比較（（（（2009年年年年））））
ＣＯＣＯＣＯＣＯ２２２２排出量排出量排出量排出量／／／／実質実質実質実質ＧＤＰ（ＧＤＰ（ＧＤＰ（ＧＤＰ（米米米米ドルドルドルドル、、、、2000年基準為替年基準為替年基準為替年基準為替レートレートレートレート））））

出典：IEA”Key-WorldEnergy-STATISTICS”
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７７７７ 産業産業産業産業・エネルギー・エネルギー・エネルギー・エネルギー転換部門転換部門転換部門転換部門のエネルギーのエネルギーのエネルギーのエネルギー効率効率効率効率のののの主要国比較主要国比較主要国比較主要国比較

 

 

 

8888 主要国主要国主要国主要国のののの発電電力量発電電力量発電電力量発電電力量とととと電源別構成比電源別構成比電源別構成比電源別構成比(2009(2009(2009(2009年年年年))))

出典：ＩＥＡ“Ｅｎｅｒｇｙ-Ｂａｌａｎｃｅｓ-of-OECD/NONOECD2011

 

 

 

 

-23- 



９９９９ 日本日本日本日本のののの最新鋭石炭火力発電最新鋭石炭火力発電最新鋭石炭火力発電最新鋭石炭火力発電のののの熱効率熱効率熱効率熱効率をををを

他国他国他国他国にににに適用適用適用適用したしたしたした場合場合場合場合のののの効果試算効果試算効果試算効果試算

出典：Ecofys資料から試算

 

 

 

９９９９-２２２２ 石炭火力石炭火力石炭火力石炭火力のののの熱効率熱効率熱効率熱効率のののの国際比較国際比較国際比較国際比較
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１０１０１０１０ ＣＤＭＣＤＭＣＤＭＣＤＭ制度制度制度制度のののの現状現状現状現状とととと問題点問題点問題点問題点

出典：経産省

 

 

 

11111111 新新新新たなたなたなたなＣＯＣＯＣＯＣＯ２２２２削減削減削減削減メカニズムメカニズムメカニズムメカニズム～～～～二国間二国間二国間二国間クレジットクレジットクレジットクレジット制度制度制度制度～～～～

出典：経産省
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参考参考参考参考資料資料資料資料１１１１    地球温暖化問題地球温暖化問題地球温暖化問題地球温暖化問題にににに対対対対するするするする大学生大学生大学生大学生のののの理解理解理解理解・・・・知識知識知識知識のののの現状現状現状現状    

    

本調査と並行して、愛知県内の大学２校の学生に対し（授業の一環）、地球温暖化問題に

関する基本的な設問１０項目を提示、理解・知識の現状を調査した。各設問に対する回答

を列記する。 

 

【Ａ大学  男３８ 女１１】 

 

問１ 温暖化による現象 

 食料問題 水不足 水質の悪化 海水面の上昇 自然災害の増加 生態系 洪水 干ば

つ （気温の上昇により）オゾン層破壊 ヒートアイランド現象 砂漠化 北極の氷が解

ける 気候変動 竜巻 オゾンホールができる 農作物に悪影響 ゲリラ豪雨 南極の氷

が解ける 氷床の移動 

 

問２ 温室効果ガス 

 一酸化二窒素 メタン 二酸化炭素 オゾン層破壊物質 ＨＦＣ5 ＰＦＣ5 ＳＦ6 

 

問３ 共通しているが差異ある責任 

 途上国が自国の発展のため温室効果ガスを排出することはやむ得ない。これまで二酸化

炭素を排出してきた先進国が責任を負う。先進国が排出したから先進国が責任を負う。各

国の能力や社会的・経済的状況が違う。 

 

問４ 京都議定書で日本が求められたこと 

 １９９０年を基準として二酸化炭素排出量を６％削減 

 

問５ 先進国にとって京都メカニズムの利点 

 獲得した削減を自国の目標達成に利用できる。自分の国で減らす量が少なくなる。イメ

ージアップ。お金で目標が達成できる。途上国へ投資や技術移転が行われる。自国で減ら 

せなかったとき他国から買える。 

 

問６ 再生可能エネルギーの必要性 

 エネルギー自給率の向上 二酸化炭素排出量の削減 産業の発展 温暖化の阻止 地球

にやさしい 安定してエネルギーを確保する 枯渇しない 持続的に利用できる 石油シ

ョックのような混乱をさける 環境への負荷の低減 
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問７ 再生可能エネルギーの種類とは 

 太陽光 風力 バイオマス 太陽熱 地熱 水力 

 

問８ 日本のエネルギー消費における再生可能エネルギーのシェア 

 5％ ５～６％ 7％ 10％ 30％ 90％以上    

 

問９ 太陽光発電を増加させるための政策 

 補助金 電気の買い取り 太陽光発電付加金の徴取 ２０３０年までに原子力をゼロ 

使用済み核燃料を直接処分 省エネ負担金 

 

問１０ 再生可能エネルギーが拡充されるまで、電力は化石燃料あるいは原子力のいずれ

が妥当か 

⇒化石燃料 

福島原発のようなことは避けるため化石燃料、原子力は危険、人が住めなくて未来はない、 

後処理が大変、高価でもいずれはゼロに、しばらく並立、地震に対応できない、廃棄物処

理ができない、化石燃料で少しの間だけ原子力、原子力ゼロを目指す、原子力は人間には

すぎたものである、極力さけたい、原子力の依存度をさげるべき 

⇒原子力  

核燃料の廃棄手段が確立されていないなら発電所での使用の有無にかかわらず危険性は変

わらない、リスクは高いが安全面に配慮する、放射線ごみの処理問題、安全面強化に対処

するのであれば、再生可能エネルギーの拡充を条件として  

⇒省エネ 

エネルギーを大切にする、省エネ製品の販売促進（エネルギー多消費製品の販売禁止） 

 

【Ｂ大学 男２２ 女８】 

 

問１ 温暖化による現象 

 海水面の上昇、気候変動、南極の氷が解ける、生態系、異常気象、エルニーニュ現象、

気温の上昇により動植物が減少、砂漠化、環境の変化、皮膚癌の増加、氷河が解ける、干

ばつ、寒暖差が大きくなる、疫病の増加、作物の産地の移行、陸地が減る  

 

問２ 温室効果ガス 

 二酸化炭素、メタン、窒素酸化物、フロンガス、硫黄酸化物、ＨＦＣ5、ＰＦＣ5、ＳＦ6 

一酸化二窒素 
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問３ 共通しているが差異ある責任 

 先進国は発展をとげる過程で大量の温室効果ガスを排出しており気候変動に対する責任

はこれから発展をとげようとする国々より大きいから、有害物質を抑える技術力にまだ差

があるから、先進国は今まで自国の開発のために地球資源を乱用し汚染物を排出してきた

けれど途上国は今からそれが自国のためにあるていど仕方がないと言えるから、先進国は

過去に開発したときの環境への影響に対する責任があり途上国に経済・技術の発展と環境

配慮の両立させるのは公平性がないため、現在の温暖化をつくりだしたのは先進国の過去

から今までの産業活動でありこれから温暖化を促進する原因となるのは途上国だから、二

酸化炭素を排出してきたのは先進国であり、同じ負担を途上国に強いるのは妥当ではない

から 

 

問４ 京都議定書で日本が求められたこと 

 二酸化炭素排出量を削減する、年間排出量を減らす、2015 年までに 2％削減、3％削減、 

10年後に 9％削減、20％削減、25％削減、2030年までに何％か減らす、2050年までに（将

来）50％削減 

 

問５ 先進国にとって京都メカニズムの利点 

 後発国との取引によってこれまで通りの生産を行うことができる、排出量の小さい途上

国から排出権を買い取り数値目標を達成できる、金銭により排出枠を増やすことができる、

獲得した温室効果ガスの削減部分を自国の目標達成に利用できる、省エネを徹底してそれ

以上の削減できなくなったとしても経済的な手段によって排出量削減することができる、

温室効果ガス排出量の売買が可能となり温室効果ガス削減を求められた先進国は他国に排

出量の売買を持ちかけ自国の負担を減らすことができる、達成できなかった量を目標より

余分に削減させた企業などから買い取り目標数値に達することができる点 

 

問６ 再生可能エネルギーの必要性 

 火力発電などは有限な資源であるから、比較的長持ちできる、ウランは埋蔵量に限りが

あるから、石油は枯渇するし大気中の炭素量を増加させるから、今使っているエネルギー

に限りがあるから、日本で自給できない、温室効果ガスを排出しない、ほぼ無尽蔵である

から、ゴミ処理問題が深刻化しているから、石油などが高騰するから、エネルギーの発明

が必要になったから 

 

問７ 再生可能エネルギーの種類 

 風力 潮力 潮汐 火山 波力 水力 太陽光 地熱 バイオマス  
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問８ 日本のエネルギー消費における再生可能エネルギーのシェア 

1～3％ 3～5％ ５～６％ 10％ 15％ 30％    

 

問９ 太陽光発電を増加させるための政策 

 企業への補助金、家庭の太陽光パネル設置の推進、電気会社は個人が太陽光発電によっ

て得た電力を買い取らねばならない、太陽光パネル設置の際の届出の簡易化、住宅用太陽

光発電の余剰電気の買い取り、再生可能エネルギー買い取り制度、補助金 

 

問１０ 再生可能エネルギーが拡充されるまで、電力は化石燃料あるいは原子力のいずれ

が妥当か 

⇒化石燃料 

地震国だから、原子力はリスクが高い、現在の人類の技術では原子力を扱うのは危険 

⇒原子力  

核燃料の廃棄手段が確立されていないなら、発電所での使用の有無にかかわらず危険性は

変わらない、リスクは高いが安全面に配慮する、放射線ごみの処理問題、安全面強化に対

処するのであれば、再生可能エネルギーの拡充を条件として  

⇒バランス 

どちらかに偏って電力不足になっては社会全体が混乱する 一方に偏ってイレギュラーな

事態を避ける 
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